
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

編
集

高
知

県
芸

西
村

議
会

広
報

編
集

委
員

会
編

集
　

高
知

県
芸

西
村

議
会

広
報

編
集

委
員

会

発
行

議
長

発
行

　
議

長
  竹

内
英

樹
竹

内
　

英
樹

印
刷

㈱
高

知
新

聞
総

合
印

刷
印

刷
　

㈱
高

知
新

聞
総

合
印

刷

編
集

高
知

県
芸

西
村

議
会

広
報

編
集

委
員

会

発
行

議
長

竹
内

英
樹

印
刷

㈱
高

知
新

聞
総

合
印

刷

6月
定
例
会

6月
定
例
会

6月
定
例
会

66
月月
77
日
～
日
～
1
3
1
3
日日

6
月
7
日
～
1
3
日

V
o
l.

V
o
l.102
102

V
o
l.102

2
0
1
9

2
0
1
9

2
0
1
9

5
-9

5
-9

5
-9
４
氏
が
一
般
質
問

４
氏
が
一
般
質
問

４
氏
が
一
般
質
問

条
例
の
改
正
・
人
事

条
例
の
改
正
・
人
事

条
例
の
改
正
・
人
事

2
-3
2
-3
2
-3

元
年
度
補
正
予
算

元
年
度
補
正
予
算

元
年
度
補
正
予
算

444

芸
西
★
青
空
レ
ス
ト
ラ
ン
（
芸
西
・
大
川
村
交
流
事
業
）

芸
西
★
青
空
レ
ス
ト
ラ
ン
（
芸
西
・
大
川
村
交
流
事
業
）

芸
西
★
青
空
レ
ス
ト
ラ
ン
（
芸
西
・
大
川
村
交
流
事
業
）
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ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
見

直
し
に
よ
り
�
本
年
６
月
か

ら
要
件
を
満
た
し
て
い
る
自

治
体
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

み
を
�
寄
付
金
控
除
の
対
象

と
す
る
�

消
費
税
増
税
後
に
住
宅
を

取
得
し
た
場
合
の
住
宅
ロ
�

ン
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
期

間
を
現
行
の
１０

年
か
ら

１０

１３

年

に
延
長
す
る
�

村

税

条

例

の

改

正
�

専

決

�

令
和
３
年
度
か
ら
の
寡
夫

控
除
を
拡
充
す
る
�

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
�
ン

化
特
例
を
令
和
２
年
度
ま
で

延
長
し
�
令
和
３
年
度
以
降

は
電
気
自
動
車
な
ど
に
限

定
�
ま
た
環
境
性
能
割
を
年

間
１
％
軽
減
す
る
も
の
�

�
全
員
賛
成
で
承
認
�

５
割
・
２
割
軽
減
世
帯
の

所
得
基
準
引
き
上
げ

法
の
改
正
に
伴
い
�
医
療

分
の
賦
課
限
度
額
を
５８

万
円

か
ら
６１

万
円
に
変
更
�
ま
た

５
割
軽
減
�
２
割
軽
減
と
な

る
世
帯
所
得
の
基
準
を
引
き

国

保

条

例

の

改

正
�

専

決

�

上
げ
�
中
・
低
所
得
者
の
負

担
軽
減
と
公
平
性
を
図
る
も

の
�

�
全
員
賛
成
で
承
認
�

月
賦
償
還
も
可
能
に

災
害
援
護
資
金
を
受
け
る

者
は
�
保
証
人
を
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
�

立
て
る
場
合
は
無
利
子
�

立
て
な
い
場
合
は
据
置
期
間

中
は
無
利
子
�
期
間
経
過
後

は
利
率
を
延
滞
の
場
合
を
除

き
年
１
％
と
す
る
�

保
証
人
は
�
資
金
を
受
け

た
者
と
連
帯
し
債
務
を
負
担

災
害
弔
慰
金
支
給

条

例

の

改

正

す
る
も
の
と
す
る
�

月
賦
償
還
を
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

１
�
３
段
階
保
険
料

軽
減消

費
税
の
引
き
上
げ
に
合

わ
せ
�
低
所
得
者
に
対
す
る

介
護
保
険
料
の
軽
減
を
行
う

も
の
�

第
１
段
階
年
額
３
万
４
０

２
０
円
を
２
万
８
３
５
０
円

に
�
第
２
段
階
５
万
６
７
０

０
円
を
４
万
７
２
５
０
円

に
�
第
３
段
階
５
万
６
７
０

０
円
を
５
万
４
８
１
０
円
に

そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
る
も

の
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

介
護
保
険
条
例

の
改
正

1100年から1年から133年に延長年に延長1100年から1年から133年に延長年に延長

住宅ローン控除

10年から13年に延長

条条条 例

６

月

定

例

会

令
和
元
年

令和元年６月定例会は、６月７日から13日までの会期で開かれ、

令和元年度補正予算など村長提出13議案と議員提出１議案を審議・

採決した。

また、一般質問には４氏が登壇し、村政全般についてただした。

その概要は以下のとおり。
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健
康
づ
く
り
推
進
委

員
新
設

選
挙
長
１
万
６００

円
を
１
万

８００

円
に
�
期
日
前
投
票
立
会

人
９
５
０
０
円
を
９
６
０
０

円
に
�
投
票
管
理
者
１
万
２

６
０
０
円
を
１
万
２
８
０
０

円
に
�
開
票
立
会
人
�
選
挙

立
会
人
８
８
０
０
円
を
８
９

０
０
円
に
改
め
る
も
の
�
ま

た
�
健
康
づ
く
り
推
進
委
員

を
新
た
に
設
置
し
６
９
０
０

円
を
支
給
す
る
も
の
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

非
常
勤
特
別
職
報
酬
・

費
用
弁
償
条
例
の
改
正

５
８
０
３
万
円
を
追
加
し

総
額
を
４１

億
４１

１４１

万
円
と
す
る

も
の
�

主
な
も
の
は
�
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
積
立
金
４
９
２
９

万
円
�
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
費
６６５

万
円
な
ど
�

�
全
員
賛
成
で
承
認
�

一

般

会

計

�
専
決
第
４
号
�

３０年度

補補正補正

予予算

人人人 事

人
権
擁
護
委
員
に

佐
藤
忠
男
氏
・
清
岡
莊
司
氏

人
権
擁
護
委
員
に
佐
藤
忠
男
氏
・
清
岡
莊
司
氏
を
推

薦
し
た
い
と
の
諮
問
が
あ
り
�
全
員
賛
成
で
適
任
と
答

申
し
た
�

佐藤 忠男氏

略
歴昭

和
２２
年
生
�
馬
ノ

上
�任

期
は
令
和
元
年
１０

月
１
日
か
ら
３
年
間
�

清岡 莊司氏

略
歴昭

和
２７
年
生
�
和
食
�

任
期
は
令
和
元
年
１０

月
１
日
か
ら
３
年
間
�

＊集落活動センターしきみ園

＊(株)ＯＮＩＷＡキャンプ場

＊導流堤・水門

＊和食馬ノ上線改修工事現場

＊公営住宅建設予定地[北芝団地周辺]

＊和食ダム再掘削現場

＊丸塚池

議員村内視察
5月10日（金）

現地で説明を受けながら、視察を行いました。
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第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階

の
保
険
料
３２８

万
円
を
減
額

し
�
保
険
料
軽
減
繰
入
金
３２８

万
円
を
増
額
す
る
も
の
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

介
護
保
険
会
計

�
第
１
号
�

補正額791万円の増額

総額34億6,791万円

補正額791万円の増額補正額791万円の増額

総額34億6,791万円総額34億6,791万円

一般会計
（第2号） 補正額791万円の増額

総額34億6,791万円

既存の西分漁港タラップ

令和元年度

補補正補正

予予算

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
費

186
万
円

介
護
保
険
会
計
繰
出
金

328
万
円

主なもの

金 額区 分

186万円プレミアム付商品券発行事業費

100万円移住支援事業費（県内企業へ就職した移住者への支援）

328万円介護保険会計繰出金（低所得者の介護保険料の軽減分）

120万円研修支援事業費（親元就農支援）

98万円芸西漁港内改修工事費（タラップ取り付け）

△95万円消防団装備品費（助成事業が不採択）

77万円災害対策費（無線局免許更新・防災無線改修工事）

（全員賛成で可決）
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問

池
田
議
員

農
業
ハ
ウ
ス
�
漁
業
�
商

業
な
ど
の
償
却
資
産
に
対
す

る
固
定
資
産
税
は
�
現
在
課

税
さ
れ
て
は
い
な
い
�

当
村
と
し
て
�
今
後
課
税

す
る
つ
も
り
は
あ
る
の
か
�

ま
た
�
対
象
者
に
対
す
る

周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
�

こ
の
償
却
資
産
に
つ
い
て

は
�
所
有
者
に
申
告
の
義
務

が
あ
り
�
取
得
価
格
を
も
と

に
税
額
が
決
定
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
�
申
告
の
額
は

そ
の
ま
ま
を
追
認
す
る
の

か
�
村
単
独
に
調
査
は
す
る

の
か
�

対
象
者
の
全
て
が
申
告
す

る
と
は
限
ら
な
い
�

公
平
公
正
の
観
点
か
ら
�

申
告
の
な
い
人
へ
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
や
�
て
い
く
の

か
�

答

都
築
総
務
課
長

償
却
資
産
へ
の
課
税
時
期

に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
言

ここはどうするここはどうするここはここはどうどうするする
一 般

質 問

６月定例会では４氏が登壇し、村政全般について質問しました。

●
池
田

廣
�
�
�
�
�
�
�

5

農
業
ハ
ウ
ス
な
ど
へ
の
課
税
は

●
岡
村

俊
彰
�
�
�
�
�
�

６

通
学
路
標
識
の
設
置
を

●
仙
頭

一
貴
�
�
�
�
�
�

７

国
保
改
善
へ
国
に
強
い
要
望
を

●
松
坂

充
容
�
�
�
�
�
�

８

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を

不
登
校
支
援
の
�
教
育
支
援
セ
ン

タ
�
�
の
評
価
は

�
そ
の
他
�
使
用
料
�
手
数
料
の
消
費

税
課
税
に
つ
い
て

農業ハウスなどへの課税は

課税せざるを得ない 村長

池田 廣議員
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問

岡
村
�
俊
�
議
員

現
在
�
村
内
の
道
路
に
は

通
学
路
標
識
が
数
カ
所
あ
る

が
�
路
面
へ
の
標
示
は
な

い
�高

規
格
道
路
の
延
伸
に
伴

い
�
国
道
の
渋
滞
が
慢
性
化

し
�
抜
け
道
と
し
て
村
道
へ

の
流
入
が
問
題
に
な
�
て
い

る
�
通
学
に
利
用
す
る
村
内

の
道
路
に
通
学
路
な
ど
の
標

示
が
あ
れ
ば
�
ド
ラ
イ
バ
�

へ
の
安
全
意
識
の
向
上
が
図

れ
る
の
で
は
な
い
か
�

答

恒
石
企
画
振
興
課
長

朝
の
通
勤
通
学
時
間
帯
に

は
小
学
校
・
幼
稚
園
周
辺
の

村
道
は
通
行
車
両
が
多
い
状

況
だ
�

現
在
�
通
学
路
の
指
定
は

し
て
お
ら
ず
�
村
道
へ
の
標

識
や
路
面
標
示
は
行
�
て
い

な
い
�

交
通
安
全
対
策
と
し
て
�

路
面
ペ
イ
ン
ト
を
村
内
１７

カ

所
に
整
備
し
�
ド
ラ
イ
バ
�

に
対
し
て
注
意
喚
起
を
行
�

て
い
る
�

国
道
渋
滞
に
伴
う
村
道
へ

の
流
入
対
策
と
し
て
は
�
安

芸
警
察
署
に
よ
り
機
動
取
り

締
ま
り
や
巡
回
パ
ト
ロ
�
ル

な
ど
通
行
指
導
が
行
わ
れ
て

い
る
�

答

溝
渕
村
長

通
学
路
の
指
定
に
つ
い
て

は
�
学
校
・
教
育
委
員
会
を

中
心
と
す
る
関
係
機
関
で
協

議
す
る
�

通
行
車
両
へ
の
注
意
喚
起

対
策
と
し
て
の
法
定
外
路
面

標
示
は
�
警
戒
標
識
な
ど
も

含
め
て
新
た
に
必
要
な
箇
所

は
�
現
場
の
状
況
な
ど
を
精

査
し
検
討
す
る
�

国
道
の
渋
滞
対
策
と
し
て

は
�
交
通
量
の
集
中
以
外
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
�
安
芸
警
察
署

な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
す

る
�

え
な
い
が
�
近
隣
市
町
村
と

も
情
報
交
換
し
な
が
ら
研
究

調
整
を
行
�
て
い
る
�

周
知
方
法
に
つ
い
て
は
�

課
税
の
時
期
な
ど
方
向
性
が

決
ま
�
て
く
れ
ば
検
討
し
て

い
き
た
い
�

ま
た
�
申
告
は
自
己
申
告

が
原
則
で
あ
り
�
そ
れ
に
基

づ
き
課
税
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
う
�

申
告
の
な
い
人
へ
の
対
応

で
あ
る
が
�
公
平
性
の
担
保

や
村
民
に
納
得
し
て
も
ら
う

方
法
な
ど
�
多
く
の
課
題
が

あ
り
慎
重
に
進
め
て
い
き
た

い
�

答

溝
渕
村
長

課
税
は
税
制
上
の
定
め
で

あ
り
�
市
町
村
長
に
裁
量
権

は
な
い
の
で
課
税
せ
ざ
る
を

得
な
い
も
の
と
考
え
る
�

し
か
し
�
資
産
の
把
握
�

周
知
方
法
な
ど
多
く
の
課
題

が
生
じ
る
も
の
と
思
わ
れ
る

の
で
�
近
隣
市
町
村
と
協

議
�
連
携
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
�

通学路警戒標識（県道羽尾琴浜線）

岡村 俊彰議員

通学路標識の設置を

関係機関で協議する 村長
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の
予
防
対
策
に
も
取
り
組

む
�被

保
険
者
へ
の
国
保
税
負

担
の
軽
減
対
策
に
つ
い
て

は
�
県
が
示
す
標
準
保
険
税

率
と
現
在
の
保
険
税
率
に
は

相
当
の
開
き
が
あ
る
�
今
後

も
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
行
い
な
が
ら
�
徐
々
に

税
率
の
引
き
上
げ
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
考
え
方
に
変
わ
り
は
な

い
�

問

仙
頭
議
員

国
に
施
策
を
見
直
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
�
根
本
的
な

解
決
は
で
き
な
い
�
国
に
対

し
て
�
強
い
要
望
を
行
�
て

い
く
べ
き
だ
�

答

溝
渕
村
長

岐
阜
県
な
ど
県
域
で
保
険

料
統
一
を
目
指
す
１０

道
府
県

の
取
り
組
み
を
全
国
展
開
す

べ
き
だ
と
い
う
動
き
も
あ

る
�
地
方
か
ら
の
声
も
上
げ

つ
つ
�
今
後
の
国
の
動
向
も

注
視
し
て
い
き
た
い
�

を
保
�
て
い
る
状
態
だ
�

県
の
示
す
赤
字
解
消
計
画

に
つ
い
て
は
�
国
保
税
率
の

検
討
と
医
療
費
の
抑
制
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
�

具
体
的
に
は
�
医
療
費
の
適

正
化
と
し
て
�
レ
セ
プ
ト
点

検
の
チ
�
�
ク
強
化
や
ジ
�

ネ
リ
�
ク
医
薬
品
の
普
及
促

進
強
化
だ
�
高
額
医
療
費
対

策
と
し
て
は
�
保
健
師
の
早

期
介
入
に
よ
る
生
活
習
慣
病

な
ど
の
重
症
化
予
防
�
糖
尿

病
や
高
血
圧
な
ど
か
ら
発
症

し
や
す
い
慢
性
腎
臓
病
な
ど

い
う
も
の
だ
が
�
ど
の
よ
う

に
行
�
て
い
く
の
か
�

ま
た
�
そ
れ
に
伴
う
負
担

軽
減
策
を
聞
く
�

答

山
本
健
康
福
祉
課
長

現
在
の
国
保
会
計
の
状
態

は
�
毎
年
多
額
の
法
定
外
繰

り
入
れ
を
行
�
て
い
る
�
平

成
２７

�
２７

２９

年
の
３
年
間
�
累

計
で
１
億
６
０
０
０
万
円
の

繰
り
入
れ
を
行
い
�
平
成
３０

年
度
も
４
０
０
０
万
円
の
繰

り
入
れ
を
し
�
収
支
の
均
衡

問

仙
頭
議
員

国
保
税
は
�
近
年
�
税
率

が
度
々
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

る
�
税
率
の
引
き
上
げ
を
行

う
こ
と
は
�
国
保
税
の
将
来

の
見
通
し
が
悪
く
�
そ
の
制

度
自
体
へ
の
不
安
を
感
じ

る
�
国
保
会
計
の
現
状
は
ど

う
か
�

県
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
国

保
会
計
の
赤
字
解
消
計
画

は
�
５
年
間
で
国
保
会
計
へ

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
な
く
す
よ
う
に
す
る
と

仙頭 一貴議員

国保改善へ国に強い要望を

地方からの声を上げたい 村長
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松坂 充容議員

社
会
に
向
け
て
補
聴
器
の
役

割
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の

か
�
ま
た
�
東
京
都
墨
田
区

な
ど
自
治
体
の
中
で
も
独
自

の
助
成
制
度
を
作
�
て
い

る
�
補
聴
器
購
入
に
対
し
助

成
の
必
要
性
�
当
村
で
の
実

施
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の

か
�

答

溝
渕
村
長

補
聴
器
を
使
う
こ
と
で
会

話
が
し
や
す
く
な
�
て
�
生

活
の
不
便
さ
が
解
消
さ
れ
て

生
活
が
豊
か
に
な
る
ケ
�
ス

も
あ
る
�
他
方
�
補
聴
器
は

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
傾

向
に
あ
り
�
販
売
店
の
知
識

や
技
能
の
不
十
分
さ
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
�

村
単
独
の
補
聴
器
購
入
補

助
を
行
う
の
は
大
変
な
ハ
�

ド
ル
が
あ
る
�
具
体
的
に

は
�
ど
の
程
度
の
器
具
を
補

助
対
象
に
す
る
の
か
�
数
年

で
聴
力
が
下
が
�
た
場
合
ま

た
補
助
対
象
に
す
る
の
か
な

ど
だ
�
や
は
り
�
国
や
県
の
考

え
方
を
理
解
し
�
専
門
的
な

意
見
も
聞
き
な
が
ら
�
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
�

世
界
保
健
機
関
で
は
�
中

等
度
の
段
階
か
ら
補
聴
器
を

つ
け
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い

る
�
難
聴
へ
の
対
応
は
�
欧

米
で
は
医
療
の
カ
テ
ゴ
リ
�

で
捉
え
補
聴
器
へ
の
助
成
制

度
が
あ
る
�
し
か
し
�
日
本

で
は
障
害
の
カ
テ
ゴ
リ
�
で

捉
え
助
成
対
象
を
絞
り
込
ん

で
い
る
�

村
長
は
�
今
後
の
高
齢
化

１４
・
４
％
の

１４

２１０
万
人
に
過
ぎ

ず
�
欧
米
の
半
分
以
下
の
状

況
だ
�

少
な
い
理
由
は
補
聴
器
の

価
格
が
高
い
こ
と
�
保
険
適

用
も
な
い
た
め
全
額
負
担
に

な
る
�
収
入
が
少
な
く
な
る

年
金
生
活
者
に
と
�
て
は
�

聞
こ
え
に
く
い
ま
ま
毎
日
を

過
ご
す
と
い
う
深
刻
な
問
題

に
な
�
て
い
る
�

問

松
坂
議
員

加
齢
性
難
聴
は
社
会
参
加

や
定
年
延
長
な
ど
働
く
う
え

で
大
き
な
障
害
と
な
�
て
く

る
�
補
聴
器
は
こ
れ
か
ら
の

�
必
需
品
�
に
な
�
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
�

日
本
の
難
聴
者
数
は
１
４

３
０
万
人
�
そ
の
中
で
�
補

聴
器
を
つ
け
て
い
る
人
は

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を

考
え
方
な
ど
慎
重
な
検
討
が
必
要

村
長

意見意見書書（議員提出（議員提出））

◎日米地位協定の抜本改定を求める意見書 【賛成多数で可決】

送り先：衆参両院議長及び内閣総理大臣ほか関係大臣
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を
果
た
し
て
い
る
と
評
価
し

て
い
る
�

現
在
�
当
村
で
は
教
育
支

援
セ
ン
タ
�
は
設
置
さ
れ
て

い
な
い
が
�
要
望
が
あ
れ
ば

学
習
館
な
ど
を
活
用
し
�
学

校
支
援
員
な
ど
で
支
援
で
き

る
体
制
は
取
�
て
い
る
�

問

松
坂
議
員

文
科
省
統
計
で
も
�
こ
れ

か
ら
も
不
登
校
は
増
え
て
い

く
可
能
性
は
高
い
�
当
村
で

も
教
育
支
援
セ
ン
タ
�
を
設

置
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
�

答

池
田
教
育
長

当
村
で
直
ち
に
設
置
で
き

て
い
な
い
理
由
と
し
て
�
建

物
を
構
え
た
と
し
て
も
一
番

大
事
な
指
導
者
が
他
町
村
の

よ
う
に
お
ら
ず
�
探
す
の
に

苦
労
し
て
い
る
の
が
現
状

だ
�
そ
れ
が
ク
リ
ア
で
き
れ

ば
設
置
は
で
き
る
と
思
う
�

置
さ
れ
て
い
る
�
安
芸
市
で

は
�
平
成
８
年
か
ら
�
ふ
れ

あ
い
教
室
�
と
し
て
始
め
�

香
南
市
で
は
平
成
７
年
か
ら

�
森
田
村
塾
�
と
名
付
け
て

始
め
て
い
る
�
そ
の
目
的
や

効
果
に
つ
い
て
指
導
員
は
�

学
校
へ
戻
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
�

を
た
く
わ
え
る
�
学
校
以
外

の
居
場
所
が
で
き
る
な
ど
と

言
�
て
い
た
�

県
の
心
の
教
育
セ
ン
タ
�

に
よ
る
と
�
県
内
２３
の
市
町

村
で
こ
の
教
室
を
行
�
て
い

る
と
の
こ
と
だ
�
教
育
長
は

教
育
支
援
セ
ン
タ
�
の
効

果
�
役
割
を
ど
う
評
価
を
し

て
い
る
の
か
�
ま
た
�
当
村

で
の
実
施
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
の
か
�

答

池
田
教
育
長

教
育
支
援
セ
ン
タ
�
は
�

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
支

援
と
し
て
�
子
ど
も
の
実
情

に
応
じ
た
学
習
補
充
�
居
場

所
の
確
保
�
保
護
者
の
支
援

や
相
談
を
行
�
て
い
る
�
不

登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
大
切

な
居
場
所
と
し
て
�
教
育
支

援
セ
ン
タ
�
は
重
要
な
役
割

問

松
坂
議
員

不
登
校
の
生
徒
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
�
教
育
支
援

セ
ン
タ
�
�
が
全
国
的
に
設

不登校支援の
教育支援センターの評価は

子どもたちの大切な居場所 教育長

議
会
の
傍
聴
に

お
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

次
の
定
例
会
は

9
月
中
旬
の

予
定
で
す
。

委

員

長

松
坂

充
容

副
委
員
長

岡
村

俊
彰

委

員

安
芸
友

幸

池
田

廣

伊
藤

宏

岡
村

興
樹

小
松

康
人

仙
頭

一
貴

宮
崎

義
明

竹
内

英
樹

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

議
事
録
を
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
、
議
会
事
務
局
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

編
集
委
員

議
会
事
務
局

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
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３
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■4月■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
３日（水） 議会だより１０１号第２回広報編集委員会
１２日（金） めぐりあい交流会【議長】
１７日（水） 議会だより１０１号第３回広報編集委員会
２３日（火）「芸西村龍馬・お龍会」総会
２４日（水） 例月出納検査【監査委員】
２８日（日） 土佐赤岡どろめ祭り（香南市）【議長】

■5月■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
８日（水） 交通安全村民会議【議長】
１０日（金） 議員村内視察
１３日（月） 道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会

通常総会（高知市）【議長】
１５日（水） 安芸郡町村議会議長会総会（田野町）【議長】

消防団総会
１９日（日） 高知駐屯地記念行事（香南市）【議長】

洋寿荘感謝祭【副議長】
２１日（火） 例月出納検査【監査委員】
２２日（水） 安芸郡町村監査委員協議会総会（芸西村）

【監査委員】
２４日（金） 議員全員協議会

２７日（月） 安芸地区地域安全協会総会（安芸市）【議長】
芸西村人権教育研究協議会総会及び研修会

２８日（火）〜３０日（木） 町村議会議長・副議長研修会、
安芸郡町村議会議長会中央要望（東京都）
【正副議長】

３１日（金） 議会運営委員会

■6月■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
４日（火） 一般国道５５号・阿南安芸自動車道整備促進

期成同盟会総会（田野町）【議長】
高知東部自動車道整備促進期成同盟会総会
（田野町）【議長】
国道４９３号整備促進期成同盟会総会（田野
町）【議長】

７日（金）〜１３日（木） 令和元年第２回芸西村議会「定
例会」

１３日（木） 議会だより１０２号第１回広報編集委員会
１６日（日） 大川村交流会
１９日（水） 例月出納検査【監査委員】
２６日（水） 高知県町村議会議長会臨時総会【議長】
２７日（木） 議会だより１０２号第２回広報編集委員会

議会の動き議議会の動議会の動きき



ツツ ススククヒヒトトトトヒヒツツククスス

芸西・大川村交流事業6月16日（日）6月16日6月16日（日）

七夕まつり7月5日（金）（金）7月5日（金）

▲幼稚園▲幼稚園

▲保育所
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